
平成３０年度在宅医療研修会（病床機能転換専門研修） 

 

 

青森県薬剤師会 常務理事 伊藤 博次 

 

１０月２６日(金) 五所川原市において、青森県の委託事業である表記研修会が９０名 

（薬剤師４０名、他職種５０名）の参加により開催されました。  

この事業は、西北五地域を皮切りに 県内 6 地域で年内に開催される予定です。 

（開催予定：11/7 むつ、11/27 上十三、11/28 八戸、12/3 青森、12/6 弘前） 

 

-西北五地域次第- 

１、 平成２９年度のおためし事業等の報告 

        医療保険委員会 副委員長 津島 寿行 

２、 おためし事業の事例報告４件 

五所川原市地域包括支援センター 保健師 中嶋 真哉様 

グループホーム わらび   介護支援専門員 今 千秋様 

サカエ薬局            肥後 佳範、成田 毅久 

３、 総括 『在宅医療の更なる推進を目指して』 

   一般社団法人青森県薬剤師会      会長 木村 隆次 

 

-研修会を終えて- 

昨年度、この事業に取り組んでいる最中は、多岐にわたる内容であった為か、充実感や達

成感などは微塵も感じ得る事は出来ていませんでしたが、こういう形で報告を終える事が

でき、ある一定の評価をいただけた事も合わせますと、とても良い事業ができたかな！ 

と実感できました。 

さらに、９０名という想像を超える盛況ぶりには驚きました。 

 

懇親会の席で、この事業をきっかけに薬剤師さんとのハードルが下がったという声を聞

き、他職種の中でも、連携の重要性を感じていただけたと確信し、嬉しく思いました。 

 

この事業により、平成２５年から３カ年で実施した『在宅医療支援センター薬局事業』と

合わせますと、青森県の在宅医療における訪問体制は、へき地の課題は残りますが、整備

されつつあるのではないかと考えております。 

今後も訪問薬剤管理指導の普及啓発はもちろん、地域包括ケアシステムの構築に積極的に

参加していきたいと考えております。 

 

 

（おためし事業等）を終えて〜 

〜『薬剤師による訪問服薬支援体制強化事業』 

   他職種研修会 報告    



 

 

 


